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今年も，残すところあとわずかになりました。
ことし のこ

日本には四季折々の 行 事があり、それにまつ
にほん し きおりおり ぎょうじ

わる 行 事 食 があります。特に、 新 しい１年
ぎょうじしょく とく あたら ねん

の始まりである 正 月は、その年の豊作や幸福
はじ しょうがつ ねん ほうさく こうふく

をもたらす「歳 神様」を各家庭に迎える 行 事
とし がみさま かくかてい むか ぎょうじ

として、 昔 からとても大切にされてきました。
むかし たいせつ

行 事 食 は地域や家庭に よってもさまざまですが、代 表 的なものをご 紹 介し
ぎょうじしょく ちいき かてい だいひょうてき しょうかい

ます。

イエス・キリストの誕 生 を祝うキリスト 教 の 行 事。
たんじょう いわ きょう ぎょうじ

日本では 宗 教 に関係なく、チキンやケーキを食べたり、
にほん しゅうきょう かんけい た

プレゼントを交換したりと楽しいイベントになっています
こうかん たの

が、ヨーロッパでは 重 要な 行 事に位置付けられ、伝統的
じゅうよう ぎょうじ い ち づ でんとうてき

なクリスマス 料 理でお祝いします。下のような、ドライフルーツ入りの
りょう り いわ した い

伝統菓子を食べる風 習 もあります。
でんとうか し た ふうしゅう

●かぼちゃ料理・小豆料理
りょう り あ ず きりょう り

かぼちゃや小豆を食べ
あずき た

て邪気を払う。ゆず湯
じゃき はら ゆ

に入って身を清める風
はい み きよ ふう

習 もある。
しゅう

●年越しそば
とし こ

そばのように細く長
ほそ なが

く生きられるようにと、
い

長 寿を願って食べられ
ちょうじゅ ねが た

る。

●お屠蘇
と そ

酒やみりんに漢 方 薬
さけ かんぽうやく

の「屠蘇散」を浸したも
と そさん ひた

の。 長 寿を願い、若
ちょうじゅ ねが わか

い人から 順 に飲む。
ひと じゅん の

●お雑煮
ぞう に

もちの 形 をはじめ、味
かたち あじ

つけや具材など、地域によ
ぐざい ちいき

って大きく異なる。
おお こと

●おせち料理
りょう り

新 年への願いを込
しんねん ねが こ

めた、縁起の良い食べ
えんぎ よ た

物が使われる。
もの つか 関東風雑煮

かんとうふうぞう に

関西風雑煮
かんさいふうぞう に

●七草がゆ
ななくさ

７種類の若菜を入
しゅるい わかな い

れたおかゆを食べ、
た

１年の無 病 息災を
ねん むびょうそくさい

願う。
ねが

●お汁粉
しる こ

歳神様へ供えてあった
としがみさま そな

鏡 もちを小さく割り、お
かがみ ちい わ

汁粉やお雑煮などに入れて
しるこ ぞうに い

食べ、１年の 幸 せを願う。
た ねん しあわ ねが

●小豆がゆ
あ ずき

邪気を払うとされる
じゃき はら

小豆入りのおかゆを食べ、
あずき い た

無 病 息災を願う。
むびょうそくさい ねが

「かゆ 占 い」を 行 う
うらな おこな

所 もある。
ところ

●あら炊き
だ

歳神様がお帰りに
としがみさま かえ

なる日。残ったもちや
ひ のこ

正 月 料 理を食べ尽くして 正 月を締
しょうがつりょうり た つ しょうがつ し

めくくる。 魚 の骨やあらを使った 料
さかな ほね つか りょう

理を食べる 所 もあり、「骨 正 月」と
り た ところ ほねしょうがつ

もいう。

あんもち雑煮
ぞう に

小豆雑煮
あずきぞう に


